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【課題の概要】 
気孔は、光合成に必要な二酸化炭素を取り込むだけでなく、

水を放出することで、蒸散流をつくる。研究代表者は、青色光
により気孔が開くシグナル伝達経路の大枠を解き明かしてき
たが、本研究では、未知のシグナルとのクロストークを明ら
かにし、気孔の開度を最適化する分子戦略を見つけ出す。さ
らに、環境に応じて適切に気孔の開度を制御することで、よ
り効率の良い光合成を行う作物育種への技術革新を行う。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
植物が複数の因子（青色光、光合成、乾燥）を認識し、気孔

の開度を調節するシグナル伝達経路の全貌が解明すること
は、基礎科学として大変重要である。また、ケミカルバイオロ
ジーなどの技術を駆使して、気孔の開度を最適化する薬剤、
遺伝子を明らかにし、研究代表者が既に作出しているポンプ
植物を上回る光合成を行う作物の作出につながる技術開発が
期待される。 

 


